
  

１．ウッドショック 

 米国を中心にコロナ禍で住宅需要

が高まっており、北米での木材価格

が 1 年前の 3 倍以上に跳ね上がって

いる、又いち早く景気回復をした中

国でも住宅着工が堅調で木材需要が

高い、更には世界的な貨物船やコン

テナ不足で日本の輸入できる量に限

界があるなど、様々な事情が絡みあ

って輸入木材及び製品の大幅な不足

と価格の上昇が続いている。こうし

た現象を「ウッドショック」と表現さ

れ今後長期化しそうな様相である。 

  

２．国産材に好機 

 日本は森林資源大国でありなが

ら、国内の木材の年間総需要量、約

7,800万㎥(丸太換算)に対し、木材自

給率は年々増加傾向にありながらも

38％しかなく 62％は輸入材に依存し

ている現状である。国内に充分供給

できる森林資源を持ちながらも循環

型林業の構築の遅れが、このような

現象になっている。又、我々現場サイ
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ドでも、この地域特有な急峻な地形

や小規模な経営面積、更には林道整

備や機械化の遅れ、労働力不足等

様々な要因もあり、急な増産体制に

シフトすることは難しい。 

しかし、今の様な木材需要増や価

格の上昇は我々林業事業体にとって

は好機ととらえ、対応していくこと

が責務であると考える。 

 

３．高性能林業機械の充実 

 魚沼地域の森林の齢級構成が平均

50年生から 60年生に達し、正に保育

期から伐採利用期を迎えつつある。こ

の事により当組合としても伐採・搬

出・有利販売、更に森林所有者への利

益還元へとシフトしていく必要があ

る。そこで、作業の安全性向上や作業

能率を高め、コストダウンを図るべく

高性能林業機械の充実が求められ、令

和元年度にプロセッサーを導入、又今

年度はフォワーダを導入（令和 4年 1

月納車予定）する。そこで今後現場設

計技術・伐採技術・機械操作技術、更
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高性能林業機械を導入 

利益還元可能な林業へ 

なる。今まで経験を踏まえて実施業面

積の拡大を目指す。 

③湯沢町有林 

 現在具体的に施業団地は決定して

いないが、今後湯沢町と協議を重ね、

取り組んで行きます。 

 

（2）主伐 

 当地域の木材品質評価として、民有

林の多くが植樹後あまり手入れがな

されていない状態であり、建築用Ａ材

の生産はあまり期待できない。したが

って、主にＢランク材（合板用）を中

心とした生産と販売収支計画を立て

る必要がある。したがってこれから山

を見て、木を見て、採算性を考えて、

所有者と相談しながら利益還元可能

な適地をさがして行きたいと考えて

いる。  (9月 23日 小島副組合長記） 

には木材の目利き技術を技術員全員

が高めていただき木材生産拡大を目

指していきたいと考えている。 

 

４．木材需要と価格の動向 

 コロナ感染症に対する知識や予

防対策の知見が広がり、経済活動も

ゆるやかに動き出したことにより、

国内でも住宅着工戸数が 8月は対前

年比 7.3％増の 74,300戸（持ち家だ

けでみると 14.5％増）となってお

り、木材需要や価格とも上昇傾向に

ある。特に建築用下地合板について

は海外でもコロナによる人材不足

で生産が停滞している。このような

状況で当組合で取引いただいてい

る新潟合板振興(株)でも需要の増

と原木丸太の不足で、丸太の在庫が

1 か月分しかない状態が続いてお

る。原木丸太価格についても対前年

比 20％上昇しており、今後更に上昇

の含みもある。他、木質バイオマス発

電、ペレット、オガ粉、パルプ用いず

れも原木丸太不足が深刻で冬を前に

して各社とも原木丸太確保に奔走し

ている状況にある。 

 

５．令和 4年度施業計画 

（1）間伐 

①大和大倉地区 

令和元年度より始まった新たな「森

林経営管理制度」に基づいて、南魚沼

市で進めている大倉地区の約 65ha の

所有者意向調査と森林経営管理権の

設定がほぼ完了し、令和 4年度より施

業が始まる。森林組合としても積極的

に取り組んで行きたい。 

②塩沢長崎地区 

 森林組合が独自で集約化と森林経

営計画を樹立し、取り組んで 3年目と
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令和４年度 木材生産目標 

     

・間伐材    25ha    １，７５０㎥ 

   ・主伐材     2ha       ７５０㎥ 

   ・一般材（工事現場他）     ５００㎥ 

 

令和 4 年を木材生産拡大元年に 

 

湯沢町井森団地の間伐 
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ハンマーナイフモア購入 

木材センターの一部解体 

導入フォワーダに補助金 

 

 9 月開かれた理事会はハンマーナイフモ

アの購入を決めた。草刈り作業を快適・省力

化し、その分を森林整備に充てられる▼旧製

材所建物の一部が雪害で破損、その部分を取

り壊すことを理事会は承認した▼来年度か

ら使うフォワーダの導入に補助金がつくと

の報告が理事会であった。各行政の担当者に

感謝し有効に機械を使いたい。 
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